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いじめをしない させない ゆるさない 校長講話より  

なかよし相談月間に合わせて校長講話

がありました。講話では校長先生が『と

べないホタル』という本を朗読してくだ

さいました。そして１学期のなかよし相

談旬間の時にお願いした『いじめをしな

い させない ゆるさない』という合い

言葉を全校で確認し合いました。 

 

 

 

主人公のホタルは生まれつき羽が縮れて

いて空を飛ぶことができません。ホタルの

兄弟達は、空を飛べないホタルにどう接し

ていいかわからず、このホタルのことを気

にしながらも遠巻きに眺めるだけで近寄ろうともしませんでした。

そしてだんだんと仲間はずれにしてしまいます。飛べないホタルは、

飛べる兄弟たちをうらやましく見上げ、仲間に入れない自分のこと

を悲しく思います。 

ある時ホタルとりに人間の子どもがやってきます。人間の子ども

はとべないホタルを見つけつかまえようとします。そのとき、別の

ホタルがとべないホタルの身代わりになってつかまってくれたので

す。そう思っていたのはそのホタルだけではありませんでした。空

から別のホタルたちがたくさん飛んできて「ぼくたちも出ていこう

としていた」と言ってくれるのです。とべないホタルを見守ってく

れていた友だちがこんなにもいたのです。 

とべないホタルは、つかまったホタルが帰ってくるときにはもう

縮れた羽のことは気になりませんでした。つかまったホタルがほか

のホタルたちと白鳥座の形になって並んで帰ってくるのを見て、目

涙を浮かべ空を見上げます。そして飛べないことよりも大切な仲間

がいることの幸せを知ったのです。 
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２２日に全校参観・PTA 講演会がありました。

多くの方々に来校いただき感謝申し上げます。参

観授業では、自分たちの友だち関係を見返したり

様々なハンデをかかえながら生きている人達に

ついて考えたりと、心と頭を働かせた１時間でし

た。講演会ではいじめがもとで自殺してしまった

子どもの母親である武井美千代さんのお話を聞

きました。命の尊さを思いとても切ない気持ちに

なりました。改めて一人一人の子ども達に寄り添

い子ども達が楽しいと思える学校にしていかな

くてはいけないという思いを強くしました。 

２５日には児童集会がありました。低学年は

『ありがとう』の気持ちをメッセージに書いた 

『ハッピー花壇』について、高学年は『なかよし標語』について発表しまし

た。相手を思いやる素敵なメッセージがあふれていました。今月いっぱいで

なかよし相談月間は終わりますが、『笑顔いっぱいの屋代小学校』をめざし

てこれからも日々取り組んでいきたいと思います。 

 

 

１５日・１６日とマラソン大会がありました。

子ども達は友だちや先生・お家の方々が応援し

てくれる声援を力に変え、自分で決めた目標に

向けて精一杯走ることができました。毎朝登校

すると専用コースを走ったり大会に向けて走り

込みをしたりしてきたので、体力も走力もかなり高まったと思います。自分

に『挑戦』できた大会でした。 

 

 

 

全校参観・講演会 １１月２２日 

マラソン大会 自分に挑戦！ 

武井美千代さんの講演 

なかよし標語の発表 

はじめての大会 １年生 

児童集会 １１月２５日 

４年生武水別神社菊花展 ３年生玉ねぎ植え体験 ２年生滝沢豆腐店見学 

努力賞を受賞 来年の収穫が楽しみ おいしい豆腐に感激 


